
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【滝川市の学力向上策】
「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業実践による基礎的・基本的な知識や技能を活用する能力の育成
「イングリッシュ・デイキャンプ」の実施を通した小中学生の英語によるコミュニケーションへの意欲・能力の向上
本市独自の少人数学級実践事業によるきめ細やかな指導・支援の充実
家庭学習の手引による保護者と連携した家庭における予習や復習の習慣化に向けた取組の推進
退職教員等外部人材活用事業や「学びサポーター」の戦略的配置による少人数指導体制の積極的な推進
道徳科授業の効果的な指導の検証に資する本市独自の「道徳教育推進事業」の継続実施
「特別支援学級支援員」や「学びサポーター」の配置による個に応じた指導と支援の充実
「学校力向上に関する総合実践事業校」の包括的な取組による学校改善モデルの市内小中学校への普及・還元
授業改善推進チーム活用事業を活用した学校間の取組の発信による積極的な授業改善の推進

「校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を
校内に設け、校内研修の実施計画を整備するな
ど、組織的、継続的な研修を行っている」と回答し
た学校の割合が、全国及び全道を上回っている。

○ 「家庭学習の課題の与え方について、校内の教職
員で共通理解を図っている」と回答した学校の割
合が、全国及び全道を上回っている。

■滝川市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：6校、児童数：319人）

【教科全体の状況】

【分析】
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 【児童質問紙調査】
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学校質問紙
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○ 家庭学習の課題の与え方について、校内の
教職員で共通理解を図るとともに、算数の指
導として、家庭学習の課題を与えた結果、学
校の授業の予習・復習をしている児童の割合
が、全国を上回ったと考えられる。

「算数の指導として、家庭学習の課題（宿題）を与
えた」と回答した学校の割合が、全国と同じであ
る。

　【学校質問紙調査】

「家で、学校の授業の予習・復習をしている」と回
答した児童の割合が、全国を上回っている。

「理科の授業では、理科室で観察や実験を週１回
以上行った」と回答した児童の割合が、全国を上
回っている。

校長のリーダーシップのもと、組織的、継続的
な研修を行うとともに、理科の授業において、
理科室で児童が観察や実験をする授業を１ク
ラス当たり週１回以上行った結果、日常の授
業改善が図られ、理科の「生命」で全国を上
回ったと考えられる。

○

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上回って
いる。

算数Ａでは、「図形」で全国に最も近くなっている。

理科では、「生命」で全国を上回っている。

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文

化と国語の特質に関する

事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

算数Ａ（数と計算）

算数Ａ（量と測定）

算数Ａ（図形）算数Ａ（数量関係）

算数Ｂ（数と計算）

算数Ｂ（量と測定）

算数Ｂ（図形）

算数Ｂ（数量関係）

理科（物質）

理科（エネルギー）

理科（生命）

理科（地球）

滝川市内小学校

北海道（公立）

全国（公立）

45.5 

35.1 

41.2 

44.8 

54.1 

47.9 

4.7 

8.7 

8.0 

4.4 

1.9 

2.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滝川市

全道

全国

理科の授業では、理科室で観察や実験をどのくらい行いましたか

週１回以上 月１回以上

学期に１回以上 ほとんど、または、全く行っていない

66.7 
61.9 

45.6 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

滝川市 全道 全国

％
家庭学習の課題の与え方につ

いて、校内の教職員で共通理

解を図っている

83.3 
80.4 

83.3 

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

滝川市 全道 全国

％
算数の指導として、家庭学習の

課題（宿題）を与えた

83.3

77.2

73.6

16.7

22.3

25.7

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滝川市

全道

全国

校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校内に設け、校内研修の

実施計画を整備するなど、組織的、継続的な研修を行っていますか

よくしている どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

35.7

36.3

27.7

38.9

34.6

34.9

19.1

22.0

27.3

6.3

7.1

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滝川市

全道

全国

家で、学校の授業の予習・復習をしていますか

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない

- 110 -



　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【滝川市の学力向上策】
「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業実践による基礎的・基本的な知識や技能を活用する能力の育成
「イングリッシュ・デイキャンプ」の実施を通した小中学生の英語によるコミュニケーションへの意欲・能力の向上
本市独自の少人数学級実践事業によるきめ細かな指導・支援の充実
家庭学習の手引による保護者と連携した家庭における予習や復習の習慣化に向けた取組の推進
退職教員等外部人材活用事業や「学びサポーター」の戦略的配置による少人数指導体制の積極的な推進
道徳科授業の効果的な指導の検証に資する本市独自の「道徳教育推進事業」の継続実施
「特別支援学級支援員」や「学びサポーター」の配置による個に応じた指導と支援の充実
「学校力向上に関する総合実践事業校」の包括的な取組による学校改善モデルの市内小中学校への普及・還元◎

「言語活動について、国語科だけではなく、各教
科、道徳、総合的な学習の時間及び特別活動を
通じて、学校全体として取り組んでいる」と回答し
た学校の割合が、全国及び全道を上回っている。

○

◎
◎

◎

◎

○

学校質問紙

○

○

理科の指導に関して、観察や実験の結果を
分析し解釈する指導を行うとともに、観察や
実験のレポートの作成方法に関する指導を
行った結果、観察や実験の結果をもとに考察
した生徒の割合が、全国及び全道を上回った
と考えられる。

○○

○

◎
◎

「理科の指導に関して、観察や実験の結果を分析
し解釈する指導を行った」と回答した学校の割合
が、全国及び全道を上回っている。

「理科の指導に関して、観察や実験のレポートの
作成方法に関する指導を行った」と回答した学校
の割合が、全国及び全道を上回っている。

生徒質問紙

◎

○ 言語活動について、各教科、領域等を通じ
て、学校全体として取り組んだ結果、数学の
授業で問題の解き方や考え方が分かるよう
にノートに書いた生徒の割合が、全国を上
回ったと考えられる。

「数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるよ
うにノートに書いている」と回答した生徒の割合
が、全国を上回っている。

「理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察
している」と回答した生徒の割合が、全国及び全
道を上回っている。

国語Ａでは、「伝統的な言語文化と国語の特質に
関する事項」で全国に最も近くなっている。

 【生徒質問紙調査】

■滝川市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：4校、生徒数：302人）

【教科全体の状況】

【分析】

　【学校質問紙調査】

○

数学Ａでは、「資料の活用」で全国に最も近くなっ
ている。

教　　　科
○

理科では、「生物的領域」で全国に最も近くなって
いる。
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